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神戸深江生活文化史料館のあらまし

こうべ,3、 かえせしヽかつをヽんかしりょうかおυ llと しはくぶつかん

神戸深江生汚文化史料館は、まちかどにある小さな歴史博物館です。深江は大昔から人が住んでしヽた所で、
しりょう のうか りょうし

その歴史を調べてしヽくうちに、たくさんの資料 (農家で使つていたもの、漁師さんが使つてしヽたもの、むか

しの食器、学校で使つてしヽたもの、おもちゃ、きもの、むかしの電化製品、古しヽ記録や新聞など)が出てきま

した。それらをみなさんに見てもらおうと、昭和56年 (1981)深江財産区という団体の人たちによって、こ

の史料館はたてられました。

ここに|よ、大音の道具から、みなさんのおじしヽさん、おばあさんが本当に使つてしヽたものまで、しヽろしヽろな

資料を展示してしヽます。また、昔のことを調べるための本なども置いてあります。古い資料をじつくり見たり、

本でたしかめたりしながら、音のことを調べてくださしヽ。そして、わからなしヽことがあれば、史料館の先生に

どんどん間しヽてくださしヽ。

この史料館に置いてある物は、すべて大切な「歴

史のしょうこひん」です。見学する時に|よ 、次の三つ

のやくそくをかならす守つてくださしヽ。

]:展示している資料にはぜつたいにさわらなしヽ !

2:展示ケースにもたれかかつたり、ケースの上で

字を書かない !

3:史料館の中を走りまわらない !

え たけうちあやこ (表紙とも)

さあ、自分の目や耳を使つて、いつばい勉強してください。

・深江 )

見学のときに守つてほしい3つのやくそく

御影  魚唖

※表紙 音の浜の様子 :喜多一晴氏 撮影



まちとぐらしのれき,し

まちのうつりかわり

深江のあたり|よ 、約2000年前にlEk人が住んでしヽました。そのころのお|よかや道具が史料館の東がわや、

本庄小学校から出てきてしヽます。そして、今の深江の村の形ができたの|よ、やく500年前だといわれています。

徳川の将軍が江戸にしヽたころ深江の周辺では、しヽろしヽろなさんぎょうがさかんになつてきました。山では
さしヽせきば み か十すしヽし

住吉川の上流にある採石場からとった石を「御影石」として日本中に売り出しました。また、きれいな水を

生かしてお酒も造られ、「灘の生一本」としてゆ

うめしヽになりました。

明治時代になると外国との行き来もさかん

になり、港も大きくなつて行きました。また、東

海道本線・阪神電車 阪急電車なども通り、交通

がべんりになりました。工場も心、え、多くの人が

集まつてきました。しかし、昭和 ]3年 (1938)の

阪神大水害では、住吉川がlEkん らんし、家や田

畑が水につかり、多くの人がなくなりました。さ

らに、昭和16年 (1941)か ら|よ じまつた太平洋戦

争で|よ 、空襲でたくさんの人がなくなり、多くのたてものがやけてしましヽました。

戦3がおわつてから|よ、やけ野原になつた町をもとどおりにするために、みんなが力を合わせました。昭

和25年 (1950)には、東灘あたりの村察が神戸市とがつぺしヽして神戸市東灘区とよばれるようになりました。

このころから、少しすつ田畑もなくなり、家がたくさんたてられました。阪神高速などうでき、大阪と神戸を

つなぐ大切な町としてはつてんしてきました。

平成7年 (1995)の 1月 17日 におきた大きな地震で|よ 、たくさんの人がなくなり、多くのたてものがつぶれ

ました。しかし、この時もたくさんのボランティアの人が全国から集まり、みんなで力を合わせてがんばりま

した。そして今も、もつとくらしやすしヽ町にするために、みんなががんばつています。

空襲で焼けた本庄小学校



史料館に展示している資料

【首、使つた道具】

●首、仕事に使つていたもの

江戸時代 (今から350年前くらい)、 深江の村の人たちは、半分の人は農業を、また半分の人は漁業をし

てくらしをしてしヽました。史料館には農業のときに使つた道具と漁業のときに使つた道具を展示しています。

農具―農家の人たちが使つていたもの

昔の農家の人たち |よ 、いろいろな道具を使つて、音労しながら田んぼで米を作つてしヽました。ここには、

上をほるためのクワやスキ、草かりのための除草機、いなほから実をおとす千歯こき、もみがらをたたしヽて

わるカラサオ、実とからをわける唐箕や千石とおしなどがあります。

農具のコーナー

カラサオ

千歯こさ

除草機

千石とおし
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漁具―漁師さんが使つていたもの

深江の浜では昭和30年代の終わりに浜がうめたてられるまで、きれいな砂浜があり、たくさんの漁師さ

んが魚をとつて生活をしてしヽました。昔の水中めがね、ガラスでできたウキ、ケタ、モンドリカゴ、タコツボ、

船のかじやスクリュー、しヽわしをとるときの道具など、音深江の浜で使つていたものを展示してしヽます。

モンドリカゴ

いろりの部屋

わらぶき屋根の小さな家|よ昔の農家の様子をあらわしています。火をたくしヽろりがあり、ちゃぶ台の上には、

トースターや缶切りなどが置いてあり、あんかや湯たんぼも展示しています。また、教科書などに出てくる

せんたく板とたらいもあります。近づしヽてよく見てみましょう。

せんたく板とたらい

タコツボ

漁具のコーナー

ケタとウキ

いろりのコーナー ちゃ応ヽ台



●音、生活に使つていたもの

史料館に|よ 、みんなのおじいさんやおばあさん、ひいおじいさんやひいおばあさんの時代に家の中で使

つていたたくさんの品物が展示してあります。

今のものとどこがちがうかな?注意しながら見てみましょう。

音の電化製品

ラジオ (昭和のはじめ) せんぶうき (羽根が鉄でできている)

アイロン

たもの
テープレコーダー (昭和20年代)

,愚

i 、1常

営

学校で使つてい

電気あんか (日召和20年代) ドライヤー (日召和のはじめ、ドイツ製 )

通信簿

,鶏 盤 鰹 難 熟 鎮 逮

懇i錢毒鰈ξ
鰍
そろばん (五つ玉)

八―モニカとがくlSA



まちとくらしのれきし

音の遊び道具

ままこと道具 (昭和のはじめ)

▼深江北阿遺跡の大音の資料

史料館の東の方 (東灘小学校の近く)から「深江北BJ遺跡」という弥生時代 (2000年ぐらい前)のお|まか

が12も見つかりました。このおはかは、低く上をもったところに死んだ人をうめて、まわりに丸しヽみぞをめぐ

戦

争

資

料

屡

″
・盈

ままこと道具 (大正時代)

その他、史料館で収蔵・展示している資料

や よいど き

らせたものです。史料館にはこの遺跡のもけしヽやおlEkかから出てきた赤ちゃん用のかんおけ、弥生土器な

どが展示してあります。

~帯
<戦事の資料

太平洋戦争 (日召和16

～20年 〈194]～ 45〉 )

の間は、本当につらく、

たいへんな生渚が続き

ました。史料館に|よ 、そ

の時の資料がありま

す。

<深山医事資料

深江で江戸時代からお医者さんをしてしヽる深山先生のおう

ちにあつた古しヽお医者さんの道具や記録を展示しています。

これらの資料は全部深山先生が史料館にくださったもので

す。昔のお医者さんの道具や、江戸時代の終わりころの種痘

の記録はとても貴重です。



阪神・淡路大震災と史料館

平成7年 (1995)]月 17日午前5時46分、あの阪神・淡路大震災がおこり、史料館のある深江も大きな被害をう

けました。阪神高連が何百前にもわたって横だおしになつたところも、この史料館のすぐ南がわの場所です。史
だいにちじんじゃ たてもの

料館のとなりにある大国神社のおやしろもこの地震で完全につぶれてしまいました。史料館の建物はぶじでしたが、

展示ケースがひつくりかえつたり、ガラスがわれたり、中に展示してあつた資料がちらばったりしていました。その

ため、地震のあと、その年の10月 21日まで史料館をあける

ことができませんでした。

地震では近くの古いおうちがたくさんこわれてしまい、

そこにうすまつた古い道具などを助け出してほしいという

ねがしヽがあり、史料館の人たちが手分けをして、資料を助け

出しました。助け出した資料は、古いおうちの人のこ好意で、

史料館にいただけることになり、その一部を展示しています。

見学を終えて

史料館を見学して、みなさんはどんな感想をもちましたか。

教科書で見たものや授業でおそわつたものの本物が、この史料館にはたくさんあつたと思います。この史料館

にあるたくさんの古い品物の一つ一つが歴史の生きしょうにんなのです。歴史を学ぶことは年号を暗記するこ

とだけではありません。このような歴史の生きしょうにんである古い品物に関心をもつて、みんなのまわりにある

昔のものことにたくさん心、れていくことが、歴史を好きになる近道だと思います。これからも、どんどん昔のもの

にきようみをもっていつて下さい。

今日、史料館で学んだことをおうちの方にも話してみて下さい。そして、もっとゆつくりと見学したいという人は、

今度また、おうちの人といつしょに来てください。史料館は毎週土曜日と日曜日の朝10時から夕方の5時まであけ

ています。

まちとくらしのれきし
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